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研究成果の概要（和文）：モランに基づくグローバル,ローカルな空間的自己相関による特許出願・登録の空間
的偏在性を用いた技術集積の定量的評価を行った.特にバイオ分野に絞り分析した.その結果,『特許出願ベー
ス』では,三大都市圏以外の地方都市レベルでも市町村をまたぐ横断型クラスター形成,大学医学部等の学術機関
が中核である可能性,既にクラスターが形成される地域は固定化しつつあり深化傾向にあることなどが分析でき
た. また，“特許登録ベース”では三大都市圏以外の地方都市レベルで地域横断型クラスターや局所型クラスタ
ーが形成がより明確に示された．基礎として特許分析や，空間的構造のモデルとしてのネットワークシステム解
析の研究も行った．

研究成果の概要（英文）：We quantitatively evaluated the technological accumulation using the spatial
 ubiquity of patent application / registration by global and local spatial autocorrelation based on 
Moran, especially focusing on the biotechnology field.The result was "patent application base" At 
the local city level other than the three major metropolitan areas as well, there is a possibility 
that an interdisciplinary cluster formation crossing municipalities, an academic institution such as
 university medical school is the core, the area where clusters are already formed is being fixed 
and deepening In addition, on the "patent registration base", formation of regional clusters and 
local clusters was clearly shown at the local city level other than the three major metropolitan 
areas. We also conducted information extraction from patents as a foundation and research on 
analysis algorithms of network structure systems.

研究分野：政策科学、特許分析

キーワード： 科学的政策評価　イノベーションと特許　産業クラスター　特許分析　空間情報学
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１．研究開始当初の背景 
近年、我が国経済の長期にわたる低迷を打開
し、競争力の強化を図るための基礎として、
「産業クラスター」が注目を集めている。産
業クラスターとは、米国の経営学者マイケ
ル・E・ポーターが提示した概念で、「ある特
定の分野における、互いに結びついた企業群
と関連する諸機関からなる地理的に近接し
た集団であり、これらの企業群と諸機関は、
共通性と補完性によって結ばれている」こと
をいう。競争力のあるクラスターを形成する
ためには、長期的な視点に立って様々な取組
を展開することが重要であり、PDCAサイク
ルを導入し、施策の改善を行うことが求めら
れている。このサイクルを回すためには、定
期的にチェックを行い地域におけるイノベ
ーション活動を評価することが重要となる。 
しかしながら、それについての手法は確立さ
れたとは言えない状況である。現在提案され
ている手法は大まかに『定性的手法』と『定
量的手法』に分けることができる。そのうち、
定性的な分析手法として挙げられるのが、当
事者へのヒアリングや企業へのアンケート
である。しかしながら、これは定性的な評価
であり、第三者による定量的な評価も必要と
なる。さらにアンケートの実施はコストと労
力を費やすため、より簡便な手法が求められ
ている。一方、工業統計を用いて産業クラス
ターの経済規模を定量的に評価する研究が
ある。 
しかしながら、工業統計では技術の内容を精
査するような、詳細な技術動向まで測ること
はできない。さらに安定した経済的アウトプ
ットが生み出されるような状態になる段階
は最終局面であり、クラスター開発の途中段
階における評価を行うことはできない。それ
らの評価のためには、技術の開発動向を見積
もることが必要となる。 
 
２．研究の目的 
技術集積の定量評価について、重要な技術が
特許出願されやすいことに着目し、特許出願
の空間的自己相関を用いた手法を提案する。
本手法により地域における技術集積状況と
その集積範囲を定量的に、また、時系列で評
価することが可能となる。特許は、地域にお
けるイノベーションの担い手である企業や
人材、技術の詳細内容など豊富な情報を内包
しており、イノベーションの創出につながる
技術開発の詳細な動向を追跡することが可
能となる。一方、空間的自己相関は、空間に
分布する統計データが定量的に空間内で偏
って分布している度合い、すなわち、偏在性
を統計的に検定するための空間統計学の手
法である。このため、対象データの空間的な
集積性と地理的な広がりを評価することが
できる。工業統計や産業連関表などの経済的
アウトプットに関する統計情報などに比べ、
特許文書はリアルタイムに取得でき、かつ、
自然言語処理技術により特許文書を解析す

ることで、より詳細な技術動向を考慮するこ
とが可能であるという特徴を持つ。 
 
３．研究の方法 
本研究手法は以下のような手順で構成され
る。 
Step 1 前処理：特許文書のメタ構造を利用
した情報抽出と加工などの前処理 
Step 2 空間的自己相関ステップ:メッシュ
レベルの差異による空間的自己相関を用い
た技術集積エリアの抽出 
Step 3 分野間の関係性抽出：エントロピー
を用いた分野間の関係性抽出 
3.1. Step 1 前処理 
分析を進めるための前処理として、以下の手
順でデータを加工する必要がある。 
・1：特許文書集合から出願人の住所の抽出 
・2；抽出した住所を地域メッシュコードへ
変換 
・3：地域メッシュごとでの特許出願の集計 
ここで地域メッシュとは、全国をグリッド状
に分割したものである。地域メッシュコード
への変換には緯度・経度が必要となるため、
別途ジオコーディング（住所から緯度・経度
への変換）を行った。その後、空間的自己相
関分析を用いて、特許出願の地域偏在性を評
価する。これらの結果を GIS（地理情報シス
テム）上にプロットし考察を行う(Fig.1)。 
3.2. Step 2 空間的自己相関ステップ 
このステップでは、メッシュレベルごとに特
許出願の空間的自己相関を計算することで
技術の集積がなされているか否を導出し、同
一地域におけるメッシュレベルでの空間的
自己相関の差異により、クラスター形成エリ
アの特定（局所的か広域的か形成されていな
いかの判定）を行った。 
空間的自己相関分析にはGlobal Moran's Iと
Local Moran's Iを用いた。Global Moran's I
を用いると、広域圏において空間パターンの
地域的な偏在性(クラスタリング)の存在の有
無を定量的に評価できる．Global Moran's I
によりクラスターの存在有無の特定を行っ
た上で、存在があると判断される場合に、
Moran's I に対応するローカルな空間的自己
相 関 指 標 （ Local Indicator of Spatial 
Autocorrelation, LISA ） で あ る Local 
Moran's I による具体的なクラスターの特定
を行う。Local Moran's I は各メッシュで得
られた値を周辺のメッシュと比較した特異
性を示す指標であり、対象地域中のメッシュ
ごとに算出される。 
 
４．研究成果 
本研究の分析においては、後藤らにより整理
標準化データを基に開発された IIPパテント
データベースを用いた。全分野の特許の大域
的傾向の解析については、データベースに収
録された1992年から2011年に出願された特
許 7,562,961件のうち、日本国内で出願され
たものについて、特許出願者の住所・技術分



類を抽出し、地域ごとに集計を行う。さらに、
本研究では、特にバイオ分野（分野の分類は
WIPOによるものを利用した）に焦点を当て
た分析を行う。バイオ分野については、全分
野の大域的傾向と異なり大都市以外の地方
都市への分散傾向を示し地域的な特色をも
つ分野であること、および、第 3期科学技術
基本計画における重点推進 4分野に位置づけ
られるライフサイエンス分野の核となる技
術分野であり、産業クラスター計画において
もバイオ関連を対象とするものが多いため
である。 
すなわち、重要な技術分野であり、かつ、地
方レベルでのクラスター形成もなされてお
り、クラスター評価の観点で意義深いためで
ある。 
全分野とバイオ分野に関するGlobal Moran’
s I（特許出願の累積ベース）の推移をみると、
集計方法を問わず全分野よりバイオ分野の
係数が低い値をとりやすい傾向にあること
が分かった、全分野の特許出願は 3大都市圏
を中心に大都市圏に集中しやすいことを示
しており、一方でバイオ分野は全分野と比較
し地域的な分散傾向があるため、係数が低く
出ると考えられる。 
Global Moran’s I が正規分布に従うことに
着目し，バイオ分野の 1992年から 2012年ま
での各年における特許出願について Global 
Moran’s Iに関する z値を求め時系列でみる
と大域的な集積構造の変化については、2002
年頃をピークに空間的自己相関の傾向が各
空間スケールで変化していることが確認で
き、日本におけるバイオテクノロジー技術の
空間的な集積構造の変化が起こったことが
推察できた。 
 また、基礎として自然言語処理技術を用い
た特許分析や空間的構造のモデルとしての
ネットワークシステム解析の研究も行った。 
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